
料
抽
出
諮
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紳
宴
之

H
J被
撰
定
紳
幾
歌
者
、
若
是
比
紳
幾
之
事
政
、
彼
時
、
議
等
前
ト
云
歌
、
依
有
禁
忌
不
被
歌
云
古
川
、
首
害
に
、

或
人
談
云
、
朱
雀
院
御
時
、
良
信
会
揺
政
之
問
、
比

劃怯
フすミ

御
神
楽
又
被
始
、
其
後
不
絶
、

と
あ
h
。
碩
鼠
浸
筆
に
は
、
貞
翻
御
時
に
撰
定
せ
ら
れ

譜

た
h

リ
と
い
へ
る
は
、
は
や
ぐ
亡
び
て
、
政
事
要
略
定
二
十

(議所氏1z利回前岱侯〉

入
に
1

紳
一
楽
譜
云
ど
あ
・
り
て
、
そ
の
一
一
節
を
引
き
た
る
の

み
。
今
の
世
に
停
は
の
た
る
は
、
一
候
雅
信
が
、
催
馬
奨

さ
れ
E

、

と
共
に
お
撰
ぴ
J

冗
る
1
b

の
な
る
よ
し
い
へ
り
。

こ
の
目
録
に
の
せ
た
.
る
は
、
笹
本
な
り
や
、
新
本
な
、
り
や

載
せ
て
、
末
に

紳
奨
譜
の
古
寓
本
は
、
前
田
侯
傍
家
所
蔵
に
て
、
正
嘉
元
年
の
久
行
、
文
永
元
年
一
の
久
氏
、
文
保
三
年
の
忠
柴
の
奥
書
を

明
な
ら
十
。

文
和
四
年
正
月
円

υ令
書
寓
詑
、
於
本
者
、
悉
毎
日
口
書
之
、
予
私
博
士
相
口
口
所
々
香
了
、
筈
各
所
借
請
忠
春
也
、

安
倍
貝
貞
.
出
雲
庚
貞
等
奉
勅
撰

J

本
邦
古
皆
方
の
俸
は
か
た
る
も
の
を
あ
つ
め
て
、
券
類
し
化
る
も
の
な
り
。

日
本
後
紀
に
、
大
同
三
年
五
丹
甲
市
、
先
是
認
街
門
佐
従
五
位
下
党
左
大
合
白
人
助
相
模
介
安
倍
朝
怪
異
直
、
外
従
五

位
下
侍
皆
朱
典
薬
助
但
馬
耀
株
出
雲
連
炭
点
等
、
撰
大
同
類
来
方
、
其
功
肢
畢
、
乃
於
朝
堂
拝
表
呂
、
巨
問
、
長
桑
妙

術
、
必
須
湯
文
之
治
.
太
一
路
結
、
狛
資
鉱
石
之
療
、
英
不
薬
力
迎
助
、
抗
感
魂
於
袖
厄
、
昏
方
所
鐙
、
結
遺
命
於
断
門
け

雄
一
賞
、
典
墳
澄
心
眠
、
狛
復
降
懐
野
家
、
汎
観
揺
生
、
乃
詔
右
大
臣
、
宜
令
侍
皆
出
雲
一
也
氏
点
等
、
依
所
出
察
、
撰
集

号
、
巨
等
奉
宜
、
修
口
在
言
、
愚
情
所
及
鹿
菜
、
日
成
一
夏
、
名
目
大
同
類
来
方
、
宜
校
語
、
謹
以
室
-

:1:. 
見
rえ
?と
b 

-・・圃.-ー.圃圃圃圃.
警

書

. 

大

同

類

表

方

百

巻

敦
有
(
花
押
)

但
凡
阪
経
業
不
詳
習
、
年
代
懸
誌
、
註
記
総
錯
、
巨
等
才
謝
稽
古
、
皐
拙
知
新
、
頼
主
管
窺
、
営
感
批
謬
、
不
足
以
封
拐

.
と
あ
る
に
て
、
そ
の
さ
ま
を
推
知
す
ぺ
し
ω

天
旨
、
酬
答
連
息
、
保
忠
之
口
陸
一
氷
谷
、
謹
拝
表
以
問
、
帝
善
之
、

大

同

類

家

方

四
八
五



探

括

養

妥

決

四
八
六

著
者
を
阿
部
真
貞
と
し
た
れ
E
、
日
本
後
紀
に
よ
れ
ば
、
阿
倍
真
直
の
設
な
hJ
。
出
雲
炭
貞
は
、
構
津
の
人
な

b
。
後
宿

繭
の
姓
を
賜
ひ
、
中
外
記
、
内
薬
正
、
典
薬
助
等
に
任
体
」
ら
れ
た
h
・1
'

こ
の
害
は
、
は
や
ぐ
越
し
て
今
は
俸
は
ら
や
。
但
し
世
に
大
同
類
来
方
と
名
づ
り
た
る
も
の
数
種
あ
り
。

一
は
天
明
の

頃
刊
行
し
た
る
も
の
に
で
、
丹
波
良
康
の
紗
録
し
た
る
も
-
の
な
h
J
。
一
績
に
十
三
方
を
枇
め
た
り
。
そ
の
他
、
世
に
停
は

h

た
る
も
の
に
も
数
本
ゐ
れ

E
、
い
づ
れ
も
、
後
人
の
偽
作
し
た
る
も
の
な

b
。
を
は
佐
藤
方
定
の
奇
魂
に
〈
は
し
〈
そ
の

由
を
弊
性
bJ
。
印
も
そ
の
睦
裁
の
定
ま
ら
古
る
、
ぞ
の
文
臨
詔
鮮
の
如
〈
に
し
て
、
序
文
、
及
び
同
時
に
な
り
し
古
語
拾

遣
な
E
、
ひ
と
し
か
ら
や
。
毎
港
最
h
短
く
し
て
二
一
枚
三
枚
づ
L

な
り
。
殊
に
文
字
般
宇
の
誤
謬
著
し
〈
、
嘗
時
の
さ

ま
に
出
ら
子
。
巻
首
に
、
「
従
五
位
下
典
薬
頭
阿
部
異
点
、
侍
従
従
六
位
上
出
雲
宿
禰
炭
点
等
奉
勅
間
接
、
」
と
あ
れ
E
、官

位
姓
名
に
、
後
紀
の
序
文
と
あ
は
，
さ
る
と
こ
ろ
あ
か
。
ま
た
古
林
見
宜
の
瞥
寮
歌
配
剤
に
引
き
た
る
類
表
方
の
文
は
、
正

文
な
る
ぺ
き
も
の
を
の
せ
今
。
加
賀
閣
は
、
弘
仁
十
四
年
一
固
と
な
b
し
を
、
書
中
加
賀
図
と
記
し
た
る
と
こ
ろ
あ

b
。

茶
も
嵯
峨
天
皇
の
御
代
に
豆
、
り
て
き
こ
え
た
る
に
、
書
中
茶
の
如
し
と
い
へ
る
所
あ
り
。
且
嘗
時
風
病
と
い
ひ
し
は
、
後

世
の
風
と
は
異
な
る
を
、
同
じ
き
も
の
L

如
〈
記
せ
る
な
ど
、
入
伎
の
疑
を
あ
げ
て
、
こ
れ
を
弊
性

b
。
な
ほ
槙
田
直
助
の

犬
同
類
来
方
再
考
、
及
び
本
邦
昏
家
古
籍
考
、
大
日
本
醤
串
臭
等
に
も
そ
の
考
設
を
の
せ
た

b
。

撰

括

養

要

決

二
十
巻

物
部
債
泉
提

諸
本
民
貞
に
作
る
、
民
泉
は
彩
考
鈴
本
に
よ
る
。

養
生
の
法
E
も
か
き
た
る
も
の
な
る
べ
し
。

今
世
に
惇
は
ら
?
。

こ
の
害
の
な
り
し
事
、
及
び
若
者
物
部
民
泉
の
停

官
U
M
d
4

、

i
t
 
三
代
貫
録
に
、
点
観
二
年
十
月
三
日
、
己
卯
、
正
五
位
下
行
内
薬
正
乗
侍
皆
参
河
根
守
物
部
朝
区
民
泉
卒
、
民
泉
者
左

京
人
也
、
本
伊
諜
園
風
ヰ
郡
、
姓
物
部
首
、
後
隷
京
兆
、
mm
姓
朝
臣
、
炭
泉
少
阜
醤
術
、
多
見
方
書
、
天
長
四
年
、
免
間
百
博

士
設
内
薬
'
見
、
蓮
魚
侍
悶
官
1

後
累
匙
伊
張
讃
岐
株
、
侍
問
問
如
故
、
六
年
春
授
外
従
五
位
下
、
局
内
薬
正
、
侍
笹
如
故
、
十

四
年
授
従
五
位
下
衆
伊
諜
縁
、
仁
喜
四
年
技
従
五
位
上
、
魚
肥
前
介
、
内
薬
正
侍
醤
如
故
、
天
安
二
年
、
飛
参
河
桔
介
1

点
親
元
年
各
授
正
五
位
下
、
斡
参
河
桔
守
、
内
薬
王
侍
皆
如
故
、
氏
泉
、
薬
石
之
道
、
蛍
時
濁
歩
、
齢
至
老
拐
、
表
日
時

白
、
反
居
先
制
伴
、
陸
気
猶
強
、
卒
時
年
七
十
六
、
按
揖
安
要
決
サ
迩
j

行
於
世
央
、
一

E
見
え
た
り
。
こ
れ
?
撰
撮
養
要
決
と
し
た
る
は
1

伴
信
友
の
設
の
如
く
、
こ
の
三
代
貫
録
の
文
を
読
み
誤
り
た
る
も
の

な
る
ぺ
し
。
但
し
日
本
見
在
書
目
録
に
、
揖
養
要
決
二
十
二
容
と
あ
れ
ば
、
支
那
撰
惑
の
書
を
、
抄
撰
し
た
る
も
の
か
。

見
在
書
目
録
に
は
、
こ
の
外
、
本
朝
の
書
二
三
混
入
し
た
る
も
の
あ
れ
ば
、
こ
れ
も
ま
ぎ
れ
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
。

金

蘭

方

五
十
巻

菅
原
昌
嗣
奉
勅
、
興
諸
名
器
撰

こ
の
書
、
今
侍
は
ら
ね
ば
、
そ
の
さ
ま
詳
な
ら
す
4

金

問
a

方

四
八
七



金

問

方

四
八
八

著
者
峯
嗣
の
経
歴
、
及
び
こ
の
書
を
撰
ぴ
だ
る
事
は
、

三
代
貫
録
に
、
点
観
十
二
年
三
月
三
十
日
壬
午
、
散
位
従
五
位
上
菅
原
朝
臣
峯
悶
卒
、
峯
嗣
者
左
京
人
也
、
父
出
雲
朝

臣
民
点
、
長
於
皆
師
、
官
矯
正
五
位
下
信
濃
根
守
、
淳
和
太
上
天
皇
龍
潜
之
日
、
令
峯
嗣
侍
器
官
器
邸
、
山
幸
嗣
自
申
請
、

欲
綾
家
業
、
白
補
醤
得
業
生
、
自
比
而
始
、
峯
嗣
奉
試
及
第
、
弘
仁
ヰ
ト
一
二
年
、
除
左
兵
衛
替
師
、
未
四
年
選
替
博
士
、
天

長
四
年
余
内
薬
佑
、
七
年
乗
侍
皆
、
八
年
衆
揺
持
大
目
、
是
年
譲
醤
博
主
於
物
部
民
泉
、
十
・
年
魚
春
宮
坊
主
膳
正
、
内

薬
佑
、
侍
皆
、
揺
津
大
目
並
如
故
、
承
和
二
年
授
従
五
位
下
、
淳
和
太
上
天
皇
1

思
在
藩
之
蓄
、
以
山
争
嗣
免
侍
者
、
寵
迅

優
渥
、
頗
超
傍
人
、
四
年
品
川
尾
張
格
介
、
六
年
謹
魚
美
濃
櫨
介
、
不
之
官
、
嘉
一
時
二
年
錦
越
後
介
、
峯
嗣
侍
淳
和
院
、
奉

末
后
御
薬
湯
方
之
事
、
由
是
遼
播
磨
介
、
以
近
都
、
亦
優
其
身
也
、
仁
寄
元
年
加
従
五
位
上
、
天
安
二
年
、
活
典
薬
頭
、

貞
観
五
年
1

自
謝
老
出
品
川
揺
津
桔
守
、
退
居
豊
島
郡
山
荘
、
濯
薬
養
位
、
不
交
流
俗
、
十
年
改
出
雲
姓
魚
菅
原
、
以
土
師

出
雲
同
組
也
、
卒
時
年
七
十
八
、
峯
嗣
不
陰
家
名
、
慮
治
必
効
、
嘗
奉
勅
、
奥
諸
名
皆
、
共
撰
定
金
聞
方
、
又
針
文
之
所

加
、
多
方
注
之
外
、
後
準
之
備
、
至
今
稲
妙
湾
、

E
見
え
た
り
。
但
し
今
校
正
金
前
方
と
て
、
文
政
九
年
刊
行
し
た
る
も
の
二
十
三
春
、
会
絞
五
冊
ゐ
り
。
紀
伊
の
帝
政
官
大

江
康
彦
の
校
定
せ
し
と
こ
ろ
な

h
。
著
者
峯
嗣
の
書
き
た
る
貞
観
十
年
九
月
一
日
の
自
序
ゐ
・
9
0
中
に
「
奉
勅
従
五
位
上

東
宮
主
膳
正
乗
揺
詑
大
目
菅
原
峯
嗣
、
従
五
位
下
時
博
士
殺
侍
堅
物
部
期
臣
民
泉
、
従
五
位
で
典
薬
頭
蛍
腕
其
人
鴨
絵
)

従
五
位
下
央
薬
正
犬
神
府
主
等
]
同
撰
而
上
朝
、
」
と
あ
り
。
き
れ
ど
こ
れ
も
世
に
流
布
せ
る
大
同
類
来
方
と
同
じ
(
、
筏

人
の
偽
作
し
た
る
も
の
に
し
て
、
佐
藤
定
方
の
奇
魂
二
に
、
そ
の
よ
し
を
〈
は
し
〈
弊
や
り
。
印
ち
三
代
貫
録
に
よ
れ
ば
、

峯
嗣
は
、
点
観
十
年
の
頃
は
、
山
症
に
退
居
し
て
、
在
官
な
ら
玄
り
し
を
、
官
名
を
あ
げ
た
る
は
、
'
正
史
に
ゐ
は
や
，
。

いへ-』
同

'
J

乱

E

民
泉
は
、
貞
翻
二
年
一
一
月
三
日
卒
し
た
れ
ば
、
そ
の
撰
に
先

rつ
事
八
年
な
り
。
ま
花
火
紳
席
主
弘
、
同
二
年
に
卒
し
た

れ
ば
1

年
代
ゐ
は
や
J

。
蛍
蹴
鴨
協
の
位
階
、
三
代
貫
録
と
た
が
ひ
、
序
文
に
、
「
自
製
封
」
と
い
ひ
、
「
在
勅
命
、
」
と
あ
4
0

静
岡
時

の
血
〈
鵡
制
度
に
あ
は
や
J

。
港
数
五
十
巻

ιあ
る
に
、
強
ち
に
令
せ
ん
と
で
二
容
を
二
枚
三
枚
の
短
篇
と
し
、
且
つ
第
一
の

如
き
は
、
延
喜
式
を
抜
き
書
き
し
た
る
あ
と
の
著
し
き
事
な
E
、
こ
れ
ぞ
ム
ハ
伐
に
別
も
て
詳
論
せ
り
。
げ
に
や
序
文
の
さ

ま
な
E
は
、
官
時
の
も
の
な
ら
ぬ
事
は
、
一
見
し
て
知
る
を
得
ぺ
け
れ
ば
1

後
の
世
の
入
の
し
わ
ゴ
な
る
が
如
し
。

掌

中

方

巻

輸
仁
撰

い
か
な
る
も
の
に
か
、
こ
れ
も
世
に
惇
比
ら

F
れ
ば
、
詳
な
ら
十
。
掌
中
方
は
1

掌
中
要
方
の
略
な
る
事
、
及
び
輔
仁
か
、

こ
の
書
を
著
し
た
る
事
は
、

日
本
紀
略
に
、
延
喜
十
八
年
九
月
十
七
日
、
右
街
門
磐
師
深
根
輔
仁
撰
掌
中
要
方
、

E
見
え
た

b
。

著
者
深
根
輔
仁
は
、
本
姓
峰
田
薬
師
に
て
、
和
薬
使
主
と
同
組
な
b
e
輔
仁
は
、
内
薬
正
針
博
士
宗
縫
の

孫
に
て
、
侍
替
櫨
皆
博
士
た
b
e

、

会

中

方

百
八
九



密

心

方

同
九

O

替

心

方

二
十
巻

丹
波

=護
撰

或
康
額
撰

斡
療
、
本
草
、
薬
性
、
明
堂
、
孔
穴
、
養
生
、
服
名
、
食
餌
等
を
記
載
し
た
る
も
の
な
り
。

著
者
を
雅
忠
と
し
、
或
は
康
顧
と
し
た
れ
ど
、
康
頼
の
著
な
り
し
事
は
、

丹
波
氏
系
国
康
頼
の
下
に
、
永
観
二
十
一
廿
入
、
以
聾
心
方
三
十
巻
、
撰
準
会
家
、

一
代
要
記
に
、
天
元
五
年
壬
申
針
博
士
丹
波
宿
禰
康
頼
撰
替
心
方
三
十
地
位
、

へ
従
)

E
見
え
、
徳
官
猪
一
郎
氏
所
誠
容
二
十
二
の
各
首
に
、
「
口
五
位
下
行
銃
博
士
丹
波
介
丹
浪
宿
禰
康
額
撰
」
と
あ
る
に
て
明

な
bJ
。
摂
若
は
、
天
元
五
年
に
し
て
、
永
観
二
年
、
こ
れ
を
奏
覧
し
た
り
し
な

b
。
庇
額
以
、
丹
波
矢
田
郡
の
人
、
丹
波
宿
禰

の
姓
を
賜
は
り
、
針
博
士
、
左
衛
門
佐
、
従
五
位
上
と
な

b
、
長
徳
元
年
、
八
十
四
歳
に
て
卒
去
せ

b
。
こ
の
書
を
雅
忠
の
若

'
と
し
た
る
は
、
地
下
家
停
の
小
森
家
俸
に
、
「
雅
忠
、
年
月
撰
聾
心
方
拾
遺
二
十
巻
、
越
家
法
云
々
」
と
見
え
て
、
醤
心
方
拾

遣
を
一
若
は
し
た
る
に
よ
り
て
、
誤
h
J
偉
へ
ら
れ
た
る
も
の
な

b
。
雅
忠
は
、
康
額
の
骨
孫
に
て
、
典
薬
頭
、
施
薬
院
伎
と
な

h

リ
て
、
名
醤
た

b
し
事
、
中
右
記
そ
の
他
の
香
に
見
え
た
り
。

こ
の
書
の
事
は
、
通
憲
入
道
政
書
目
録
に
、
「
一
合
、
第
百
二
十
二
一
般
、
母
心
方
九
帳
、
記
」
と
早
ぇ
、

玉
葉
に
、
嘉
熔
ニ
年
三
月
二
日
突
丑
、
憲
基
持
来
皆
心
方
廿
八
港
、
先
日
品
川
加
口
所
下
給
也
、

主
記
し
、
香
宇
抄
に
引
き
た
る
も
の
あ

b
。

玉
菜
に
二
十
入
港
と
い
へ
る
は
1

鉄
各
な
る
に
か
、
或
は
会
絞
し
た
る
も
の

に
か
1

今
は
一
}
一
十
巻
俸
は
り
て
、
安
政
年
間
・
』
れ
を
刊
行
せ

b
.

品
位
入
の
裏
書
に
、
天
養
二
年
二
月
、
以
宇
治
入
道
大
相
岡
本
移
知
、
少
内
記
藤
原
中
治
、
比
校
野
攻
清
原
定
安

移
貼
比
校
之
問
、
所
見
一
比
之
不
審
、
直
講
中
原
師
長
、
停
悲
丹
波
知
康
、
宜
成
等
、
相
共
合
昏
家
本
義
、
文
政
所
加
之
勘

物
、
師
長
以
墨
書
之
、
以
朱
結
、
・

と
あ
り
。
刊
本
に
附
し
た
る
安
政
元
年
十
二
月
、
多
紀
元
堅
、
及
び
元
防
の
序
文
に
、
そ
の
家
匿
を
記
し
た

b
。
印
ち

時
心
方
三
十
港
、
毎
巻
首
、
題
従
五
位
下
行
銃
博
士
党
丹
波
介
丹
波
宿
一
胸
底
抑
制
撰
、
龍
案
、
臣
等
遼
組
成
頼
撰
進
比

香
、
賃
銭
岡
融
帝
永
観
二
年
十
一
月
廿
入
日
、
家
牒
所
記
、
興
本
書
延
庭
奮
抄
骨
子
本
後
合
可
徴
也
、
後
在
正
親
町
市
川

時
、
嘗
出
以
賜
典
薬
頭
宇
井
氏
云
、
査
印
遼
組
所
詮
之
本
敗
、
抑
別
有
抄
本
也
、
走
者
秘
府
所
践
、
人
間
英
特
而
窺
湾
、

加
之
保
一
牛
以
還
兵
焚
相
腫
、
是
害
在
若
存
若
亡
之
問
者
、
蓋
数
百
有
鈴
年
失
、
寛
政
初
哉
、
先
大
君
文
恭
公
方
表
章
遺

文
、
命
巨
等
官
旭
区
元
忠
、
以
仁
和
王
府
所
臓
抄
本
謄
潟
、
儲
之
鶴
皐
、
宮
時
都
潟
希
観
、
臨
其
潟
書
残
肱
居
卒
、
皐
者

初
俄
不
得
窺
其
全
豹
五
日
向
、
恭
惟
、
今
大
君
仁
治
支
宇
、
孝
存
総
連
、
最
深
斡
念
時
薬
、
訪
知
今
典
薬
頭
宇
井
氏
有
斯
書

会
朕
、
乃
命
執
政
体
旨
其
家
、
伯
仲
誌
政
之
聾
阜
、
巨
等
得
緒
闘
之
、
既
而
又
命
巨
等
二
悦
遵
依
原
本
摸
刻
、
以
布
之
海

内
、
巨
等
不
堪
戚
雌
べ
謹
審
強
細
勘
之
、
其
書
装
潟
港
子
、
最
存
陪
唐
奮
朕
陸
式
、
魚
各
九
品
川
、
興
仁
和
寺
書
目
所
載

任
、
其
問
宇
様
非
一
一
、
紙
質
亦
殊
有
結
臨
奇
古
、
興
金
石
遺
文
相
印
契
者
、
有
筆
童
話
勤
、
其
逗
晋
唐
法
害
者
、
有
如
撲

質
元
文
、
而
古
香
可
抱
者
、
萱
非
其
親
筆
、
則
其
子
昂
銘
之
、
採
第
八
倉
天
義
二
年
記
、
殆
従
昔
日
前
後
稿
、
及
各
家
惇

開
国
心
方

四
Jl. 



中
三
十
七
種
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品
位
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十
九
程

‘
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十

窃

心

方

四
九

鈴
本
、
排
纂
綴
幹
、
以
成
一
部
完
朕
獄
、
問
有
係
後
人
補
録
者
、
亦
不
失
潟
敷
瓦
年
物
、
毎
巻
各
忽
一
類
下
分
子
目
、
共

所
引
詮
、
上
根
援
之
農
責
届
張
之
経
、
下
賞
穿
之
唐
以
上
各
家
之
著
、
其
所
論
則
起
治
病
大
股
、
詑
食
物
毎
円
、
上
哉

詮
侯
、
下
列
其
方
遇
、
有
註
明
者
、
附
以
案
語
、
其
第
二
港
論
銃
灸
、
則
克
有
序
、
以
開
其
端
、
堂
身
魚
鋭
博
士
、
最
所
深

醤

致
意
獄
、
縞
詳
之
、
其
書
館
例
蓋
準
擬

之
王
宗
外
蓋
秘
要
方
、
而
其
引
援
之

博
、
奥
立
論
之
精
且
確
、
則
有
過
兎
不

及
也
、
原
夫
控
之
道
幽
以
倣
央
、
必
也

穏
之
往
車
止
日
賢
、
徴
之
百
家
之
格
言
1

協
之
於
古
今
之
具
奥
風
土
宜
、
参
而

錯
綜
之
、
然
後
其
道
乃
始
完
、
可
以
模

棺
後
患
失
、
求
之
前
人
之
若
、
抱
具
斯

選
者
、
其
唯
玉
氏
之
書
、
足
以
嘗
之
、
而
是
書
則
直
駕
而
上
、
堂
不
克
偉
乎
、
混
其
所
徴
引
、
活
書
泣
具
、
史
家
未
及
哉

者
数
十
部
、
皆
符
依
是
書
以
観
其
概
略
1

又
混
古
書
存
於
今
日
者
二
歴
宋
人
校
改
、
往
々
夫
常
口
山
本
色
、
特
捜
比
書

以
糾
正
其
侭
謬
、
亦
復
不
一
一
叩
足
、
他
欄
外
及
行
問
所
注
、
字
書
、
玉
錦
、
切
商
、
唐
韻
之
類
、
雄
所
採
不
多
、
而
亦
足
以

窺
唐
与
よ
訓
詰
一
音
韻
之
徴
、
則
是
香
在
天
接
、
九
以
一
稲
稗
後
串
、
有
匪
細
故
者
不
僅
免
醤
家
尚
賢
岳
、
加
下

と
見
'
え
た
b
。

古
詩
本
は
、
徳
宮
猪
一
部
氏
所
政
二
十
二
の
一
巻
、
及
び
仁
和
寺
所
蔵
の
倉
一
、
各
五
、
各
七
、
定
九
、
巻
十
の
六
巻
ゐ

ち
。
総
宮
本
は
、
院
政
時
代
の
寓
な
る
ぺ
〈
、
仁
和
寺
本
は
、
平
安
朝
末
期
の
も
の
な
ら
ん
。
い
づ
れ
も
、
昭
和
八
年
、
固
賀

に
指
定
せ
ら
れ
、
仁
和
寺
本
は
、
萩
野
仲
三
郎
氏
の
複
製
し
た
る
も
の
あ

b
.

倭

名

本

草

本
草
の
和
名
を
記
じ
た
る
も
の
な
り
。
和
名
類
来
抄
ぷ
は
、
新
抄
和
名
本
草
と
見
え
、
通
寵
入
道
蔵
書
目
録
、
香
宇
抄
、

香
築
抄
等
に
は
、
本
草
和
名
と
記
せ
り
。
宵
政
中
の
刊
本
あ
ち
。
'
縞
群
書
類
従
に
は
、
輔
仁
本
草
と
し
て
・
、
こ
れ
を
股
め
、

中
に
ペ
本
草
和
名
ト
と
記
じ
て
、
上
下
に
別
で
ち
。
上
港
は
第
三
程
よ
り
、
第
十
三
巻
に
至
h
，
、
下
港
は
第
十
四
巻
よ
り
、
第
二

十
各
党
至
れ
h
i
始
℃
「
犬
聾
博
士
深
江
輔
仁
奉
勅
新
撰
、
」
と
記
し
、
次
に
「
合
一
千
二
十
五
種
、
本
草
内
薬
八
百
五
十
種
、

諸
家
食
経
一
百
五
種
、
本
草
外
薬
七
十
種
、
当
畑
暗
転
縦
長
引
短
叫
」
と
あ
力
て
1

次
に
諸
家
食
一
艇
、
諸
家
一
音
義
等
1

三
十
六

部
の
書
名
そ
掲
ザ
バ
「
以
前
諸
書
中
、
薬
別
名
皆
抄
出
、
列
子
保
下
、
」
と
記
し
花
り
。
本
草
の
下
に
は
、
各
一
名
を
哉
せ
て

出
典
を
註
J

レ
、
和
名
及
び
産
出
の
岡
名
を
掲
げ
た
り
1

一
第
一
巻
、
第
二
巻
は
快
り
た
る
に
や
、
第
三
品
位
以
下
あ
り
。
印
ち

六
品
位
草
・
ド
盲
十
一
種
:
-
'
七
品
位
同
一
三
人
種

大
皆
博.
士. : r~ 
時

e 仁
奉‘
勅ー
撰

定
玉
石
上
品
H

一
種
島
四
港
問
中
一
一
一
十
種

E
A住
岡
下
=
干
種

八
巻
同

倭

名

本

草

四
九
三



倭
名
木
・
な
・

四
九
四

港
周
巳
一
十
八
種

十
四
巻
凶
下
回
十
五
一
極

十
五
各
段
禽
六
十
九
種
、
本
本
五
十
六
‘
会
経
十
'

十
六
巻
巾
{
.
冶
…
類
一
臼
士
一
語
、

木
本
七
十
一
一
、
食
組
問
十

十
七
品
位
某
四
十
五
語
、
本
押
さ
?
?
豆
、
会
総
二
十
、

十
八
巻
采
六
十
二
程
.
本
草
三
十
八
、
食
翌
一
十
月

十
九
品
借
金
紋
凶
十
一
品
種
、
本
本
二
十
八
・
食
結
七
、

ニ
十
一
巻
有
名
無
用
百
九
十
三
週
一

な
ほ
こ
の
書
に
つ
い
て
は
、
刊
本
の
末
尾
に
附
し
た
る
多
紀
元
簡
の
提
要
に
1

謹
案
、
本
草
和
名
、
原
本
不
題
作
4
4
氏
名
、
開
地
位
首
頁
、
唯
記
新
撰
二
字
、
考
源
能
州
和
名
類
来
鈴
序
回
1

犬
同
時
博
士
深

江
輔
仁
、
奉
勅
撰
集
新
'
抄
和
名
本
草
、
仁
和
寺
書
目
日
、
倭
名
本
草
、
大
韓
博
士
深
輔
仁
奉
勅
撰
]
藤
少
納
言
書
目
日
べ

本
草
和
名
一
帖
]
而
類
莱
抄
所
引
用
書
中
、
有
新
抄
本
草
、
新
撰
本
草
、
和
名
木
草
、
又
有
輩
格
本
草
者
、
其
所
哉
和
造
、

. 

皆
奥
是
香
合
、
則
有
数
名
、
其
賃
一
番
、
倶
指
是
書
、
言
其
問
有
小
異
向
者
、
乃
流
惇
之
特
設
、
不
足
苛
論
也
、
丹
波
汁

電
州
醤
心
方
第
一
巻
、
裁
諸
薬
和
名
1

亦
今
一
血
(
是
書
符
、
又
詮
類
本
草
序
例
記
蘇
敬
唐
本
草
名
目
弐
第
云
、
序
混
一
容
ー

例
矯
一
巻
、
玉
石
三
品
魚
二
巻
、
草
三
品
魚
六
巻
、
木
三
品
魚
三
巻
、
禽
獣
魚
一
巻
、
畠
魚
潟
一
巻
.
英
免
二
巻
、
菜
角
一

器
、
有
名
未
府
魚
一
巻
、
会
二
十
品
位
、
其
十
八
巻
中
、
薬
合
八
百
五
十
種
、
今
是
香
始
子
第
三
容
玉
石
、
終
子
第
二
十
念
、

宥
名
未
用
、
則
一
孔
奥
唐
本
草
符
、
茶
営
時
遅
延
暦
中
之
議
、
専
行
唐
新
修
本
草
也
、
間
一
…
一
同
・
比
書
所
援
引
、
悉
陪
唐
以

'
前
書
べ
而
-Z
草
雑
一
長
決
、
本
草
程
疑
龍
門
、
百
八
壁
異
・
万
之
類
臓
器
綿
一
紘
一
紘
一
知
皆
能
代
経
籍
謹
丈
志
不
牧
者
、
図

一
山
手
結
盟
)
随
世
而
盤
、
亦
足
以
詮
年
代
遺
週
、
今
是
書
所
使
用
、
興
類
来
紗
及
母
心
沈
略
問
、
而
具
近
世
所
倖
政
組
本

車
週
別
1

白
期
翻
之
、
在
丹
州
龍
州
之
前
可
如
也
、
其
魚
輔
仁
之
書
、
断
乎
無
疑
、
恥
下

と
記
せ
り
。

難

経

関

委

巻

庚
貞
提

い
か
な
る
も
の
が
明
な
ら
?
。
日
本
見
在
番
目
銃
器
方
家
に
、
「
寅
帝
人
十
一
難
経
九
、
空
ぷ
器
用
」
と
あ
る
も
の
に
琉
い

て
、
記
し
た
る
も
の
な
る
ぺ
〈
、
聾
家
千
字
文
詰
に
、
入
十
難
経
の
誌
と
し
て
、
島
々
に
の
せ
た
る
も
の
L

類
な
ら
ん
か
。

民
点
は
、
出
雲
民
点
に
し
て
、
そ
の
事
は
、
大
同
類
来
抄
の
伎
に
記
せ

b
。

集

注

大

素

一
十
巻

小
野
誠
根
撰

日
本
見
在
番
目
録
に
「
内
経
大
素
三
十
扱
上
鵠
」
と
あ
り
。

そ
の
註
滞
を
集
成
し
た
る
も
の
な
る
ぺ
け
れ
E
、
今
停
は
ら

ぎ
れ
ば
詳
な
ら
?
。
著
者
小
野
戚
根
は
、
話
野
の
孫
に
て
、
典
薬
頭
た

b
。

養

生

抄

七

巻

輔
仁
撰

今
俸
は
り
た
る
も
の
な
〈
、

河
海
一
抄
若
菜
上
、
及

αタ
霧
の
容
に
、
床
の
高
さ
三
尺
、
鬼
気
の
及
ば
ぎ
る
也
鵠
…
・

と
あ
る
も
の
は
、
こ
の
書
の
事
な
る
ぺ
し
。

象
付
総
関
委

養

生

抄

四
九
五

集
注
大
早
期



養

生

秘

抄

間
内
六

養

生

秘

抄

一会

」
れ
る
今
俸
は
ら
歩
。

‘
俄
避
羅
紗
十
七
に
、
養
生
脳
裏
抄
腕
…
即
位
拡
桝
恥
駐
日
州
、

'
と
あ
ち
て
、
養
生
要
集
を
引
き
た

b
。
蓋
し
こ
の
書
の
事
な
る
ぺ
し
。
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甲

六

帖

滋
岳
川
人
撰

J 

今
俸
は
ら
ね
ば
、
詳
な
ら
ね
ど
、
六
甲
に
よ
り
て
、
吉
凶
を
占
ふ
も
の
な
る
ぺ
し
。

六
甲
は
、
序
例
抄
に
、
「
甲
子
、
甲
成
、

甲
申
、
甲
午
、
甲
辰
、
甲
寅
也
、
日
々
に
?

ρ

y

也
」
と
あ
ち
て
、
干
支
の
六
甲
を
い
へ

hJ
。
日
本
見
在
書
目
録
暦
数
家
に
、

「
六
甲
一
」
、
五
行
家
に
、
「
六
甲
左
右
上
符
一
、
2

2
国
一
」
、
な
E
を
の
せ
た
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
り
て
撰
ぴ
た
る
も
の
な
る

ぺ
し
。

こ
の
書
の
事
は
、

新
撰
六
句
集
に
、
斯
依
滋
岳
川
人
、
貞
翻
十
三
年
奉
勅
、
六
甲
撰
港
之
、

E
見
え
た
り
。

著
者
滋
岳
川
人
は
、
文
徳
、
清
和
の
雨
明
に
仕
へ
、
民
〈
陰
陽
串
に
還
し
、
宿
隠
遁
甲
の
術
に
長
じ
た
る
事
、
類
来
国
史
、

今
昔
物
語
等
に
見
え
た
り
。

.... r、
甲

国
九
七


